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Ⅴ．特記事項 

 

1．SDGs を活用した、豊かに働き生活できるびわ湖東北部地域連携 

 令和 2(2020)年から、びわ湖東北部地域内の大学 （滋賀大、県立大、長浜バイオ大、聖泉

大） ・短期大学 （滋賀文教短大） ・自治体 （滋賀県、長浜市、米原市、彦根市） ・産業界 （長

浜、彦根商工会議所）など 11 機関が、SDGs を活用しながら力を合わせ、それぞれ得意の

分野で協働して、大学の改革を推進すると共に、地域における知の基盤としての役割を果

たし、その特徴や強みを活かした地域貢献はじめ人材の育成や豊かな地域社会の構築に産

官学が連携し取り組んでいる。 

 主な事業は、①産業振興に向けた産官学連携、②地域コミュニティの活性化、③地域を

担う次世代人材の育成である。 

 産官学連携では、大学で行われている研究や教育の説明を専門外の人にもわかりやすく

平易な文章で表現した「産官学連携ハンドブック」の発行や産官学共同研究・協働事業の

支援などを行っている。 

地域コミュニティの活性化では、市民教養講座や子育て応援講座などの開講のほか、地

域住民の健康増進と運動習慣の定着を図るため自治体と共同してウォーキングイベントな

どを行っている。 

次世代人材の育成では、SDGs をテーマとした共同講義の開催など、幼・小・中・高校

生の学習支援に取り組んでいる。 

 

2．高大連携講座 

 本学では、高校生が大学の授業を受講したり、本学の教員が高校に出向いて授業する 「高

大連携」を、県教委はじめ包括協定を結んだ高校と連携して実施している。 

 いずれも、将来、看護職を目指す高校生が対象で、本学の教員や学生に倣って、身体計

測やバイタルサイン測定などのシャドーイング体験のほか、看護の基礎となる感染予防や

体の向きを変える看護技術などを体験させ、模擬授業では、「赤ちゃんの生活を見てみよう」

とか 「超高齢社会と老年看護学誕生のお話し」などの講座を開講しており、例年 30 人ほど

の参加者がある。 

こうした取り組みを通して、看護を楽しく深く学ぶことにより、本学看護学部などへの

入学がより確かなものとなるよう引き続き実施したい。 

 

3．学内環境改善に向けたガーデニング 

 本学はこれまで、学内の環境整備は、専任の職員が担当してきたが、昨年６月、看護学

部の一教員が趣味として取り組んでいたガーデニングを学内でも取り組むことになり、呼

びかけた結果、看護学部 4 年次を中心に「ガーデニング同好会」が立ち上がり、季節ごと

に、ナデシコ、ヒマワリ、パンジーなどが咲くようになり、学内の環境美化はもちろん、

学生同士の交流の輪が広がるなど大きな成果が出ている。 

 

 

 


